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地
震
！
そ
の
時
の
火
の
始
末
は

　

地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

火
の
始
末
を
す
る
こ
と
は
、
火
災
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
し
か
し
、
大
き
な
揺
れ
の

時
は
、
ま
ず
、
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
す
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
ガ
ス
の

元
栓
な
ど
す
べ
て
の
火
を
、
や
け
ど

や
怪
我
に
気
を
つ
け
て
落
ち
着
い
て

始
末
し
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な
火
な

ら
わ
ず
か
な
時
間
で
消
火
で
き
ま
す
。

も
し
、
天
井
に
燃
え
移
っ
た
ら
消
火

が
困
難
に
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
避
難

し
、
消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

普
段
か
ら
電
気
器
具
や
石
油
ス
ト
ー

ブ
は
正
し
く
使
用
し
、
使
用
し
な
い

と
き
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
な
ど
、
火
災

を
未
然
に
防
ぐ
事
が
大
事
で
す
。

　

災
害
で
避
難
す
る
と
き
は
、
火
の

元
の
確
認
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
こ

と
が
火
災
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

帰
宅
後
、
す
ぐ
に
電
源
を
入
れ
る

と
、
発
熱
し
出
火
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
器
具
や
配
線
を
点
検
し
て
か

ら
電
源
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室  

☎ （
82
）
４
３
７
０
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　私たちは北駿地域の居合道普及を目指し、御殿場市、
裾野市及び小山町の、上は 78 歳、下は 14 歳までの
老若男女 25 名で活動をしています。
　居合道は剣道の立会いに対して、狭い空間で其

そ こ

処に
居合わせて、八方から立ち向かってくる敵を「鞘

さや

離れ
の一瞬に制する」陰の武術であり、特に忍耐と胆力を
鍛錬するものです。
　礼に始まり礼に終わる武士道精神のもと、剣道や柔
道のような激しい運動量を必要とせず、日本刀を振り
かぶる所作によって、背筋や腕と腰の筋を伸ばし、胃
腸を快適にするので、高齢者や女性の人たちの美容と
健康維持や体力づくりに最適です。
　現在、御殿場中学校格技場で毎週木曜日の午後７
時から９時まで稽
古をしていますの
で、興味のある方
はぜひ一緒にやり
ましょう。
　見学希望者も大歓迎です。

事務局長・執筆／杉本　拓司　☎ 055（997）0038

vol.338
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無
む

雙
そう

直
じきでん

伝英
えいしん

信流
りゅう

居合兵法
御殿場道場

　

今
月
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
役

所
の
仕
事
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き

ま
す
。
仕
事
は
順
番
に
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
も
し
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
こ
ち
ら
は
広
報
ご
て
ん
ば
。
こ
ん
に

ち
は
！
」

　

皆
さ
ん
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？　

こ
れ
は
、
同
報
無

線
で
毎
日
流
れ
て
い
る
始
ま
り
の
あ
い
さ

つ
で
す
。

　

私
た
ち
秘
書
広
報
課
の
広
報
広
聴
ス

タ
ッ
フ
が
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
ま
な

し
の
会
」
の
皆
さ
ん
と
作
成
し
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
紙
「
広
報
ご
て
ん
ば
」
の
作

成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
最
新
情
報
や
い

ろ
い
ろ
お
得
な
情
報
も
載
っ
て
い
る
の
で

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、「
広
報
ご
て

ん
ば
」
と
背
中
に
書
か
れ
た
赤
い
ジ
ャ
ン

パ
ー
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？　

そ
れ
が
私
た
ち
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
等
へ
取
材
に
行
き
、
撮
影
し
た
写
真

は
次
ペ
ー
ジ
「
フ
ォ
ト
マ
イ
タ
ウ
ン
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
」

な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で

見
掛
け
た
ら
気
軽
に

声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
が
「
広

報
ご
て
ん
ば
」
の
紙

面
を
飾
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
！

企
画
部　

秘
書
広
報
課

　
☎(

82)

４
１
２
７

広報広聴スタッフ
花輪　恵子

▲その瞬間を逃さない！

　御殿場市では、サービスの一層の向上と経営の効率化を図るため、水道料金・
下水道使用料等に関する事務を民間の専門業者に委託します。
　4月 1日から上下水道料金等に関するお手続き、お問い合わせは、「御殿場市
水道料金お客さまセンター」までお願いします。民間業者の従業員が、受け付け
や料金に関する業務を行います。
※今回の委託を実施するにあたり、市民の皆さんに改めてお手続きいただくこと
　はありません。
※委託にあたっては、委託者の御殿場市と受託者の㈱ジェネッツの双方が個人情
　報の取り扱いの重要性を十分認識し、個人情報の保護対策に万全を期してまい
　ります。

御殿場市水道料金お客さまセンター☎ (82)4626

　　委託となる主な業務

◇水道料金お客さまセンター窓口・電話での水道の使用
　開始や使用中止届出等の受付業務
◇水道の使用開始・中止に伴う現地での開栓・閉栓作業
◇水道料金お客さまセンター窓口での水道料金及び下水
　道使用料の収納業務
◇水道メーターの検針業務
◇納入通知書等の作成発送業務

御
殿
場
市
水
道
料
金
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（ 

㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
御
殿
場
営
業
所 

）

水
道
料
金
徴
収
等
業
務
受
託
者

〒
４
１
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６
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市
役
所　

水
道
庁
舎
内　

株
式
会
社
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ　

☎
（
82
）
４
６
２
６

　

㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
の
社
員
・
検
針
員
は
会
社
指
定
の
制
服
を
着
用
し
、

御
殿
場
市
が
発
行
し
た
受
託
者
証
及
び
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
御
殿
場
市
や
委
託
業
者
の
名
前
を
か
た
っ
た
悪
徳
商
法
や
勧
誘
な

ど
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、

水
道
業
務
課
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
水
道
料
金
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
の
営
業
開
始
後
も
、
駅
前
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
の
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い
は
引
き
続
き

可
能
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

業
務
委
託
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

水
道
業
務
課
☎
（
82
）
４
６
２
６

平成 24 年４月１日から

私
た
ち
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ

職
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅

に
お
伺
い
し
ま
す
。

上下水道料金等に関する事務 を
民間委託 します

上下水道料金等に関する事務 を
民間委託 します

　　サービスの内容

◎営業時間は月曜日から金曜日までの午前８時 30 分か
　ら午後 5時 15 分までとなります。
◎電話等による開閉栓の受け付けを行います。
◎開栓作業は土・日曜日、祝日にも行います。（要予約）

※４月１日からのサービスです。
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▲㈱ジェネッツの社員証


